
　

令和２年度会員研修の中止
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シルバーさろん　｢夢｣ ・シルバー趣味の教室、再び中止

毎年度、会員の皆さまの見識を高め、会員相互の親睦を図っていただく目的で実施している会員研修ですが、

今年度は全国的な新型コロナウイルス感染症の感染拡大を鑑み、中止します。 

新型コロナウイルスに翻弄されるなか、４月より閉店を余儀なくされてい

たシルバーさろん「夢」。近隣の感染状況などを加味しながら６月２２日（月）

１０時にようやくオープンすることができました。同時に、シルバー趣味の

教室も再開し、デッサン教室と習字教室の同時開催で新しいメンバーを迎え

ることもでき、久々の再会に笑顔の花が咲いていました。首を長くして待っ

ていてくださっていた会員さんや近隣の一般の方々、合わせて３２名が来店

され、初日から大賑わいを見せました！ そのあとの７月開催のさろんも盛

況に終わりました。 

軌道に乗り出した、シルバーさろん「夢」と趣味の教室ですが、新型コロ

ナウイルス感染症拡大の第二波が都会を中心に襲いかかってきております。 

精華町でも８月２７日（木）に８０代女性の感染が確認されたとの発表もあり、急遽９月１日（火）以降のシ

ルバーさろん「夢」および趣味の教室を中止とすることにいたしました。楽しみにしてくださっていた方々には

期待に応えることができず残念ではありますが、再開の日までコロナに負けないよう皆さまもお身体ご自愛くだ

さい。 

シルバーさろん運営委員一同 

 ６月２５、２６日（木、金）の２日間、庭木の手入れ講習会を実施しました。 

 座学は当センター会議室、実技は北稲八間の阿弥陀寺、北稲八間児童公園および馬渕児童公園で行いまし

た。講師の北谷北樹園の北谷氏の指導のもと、一般から応募のあった受講生８名が講習に臨みました。 

 ハサミを使った剪定から、バリカン等の機械を使用しての作業まで実習することができ、楽しい雰囲気の

もと進行しました。 

 なお、閉講式後の入会説明会で５名が入会し、現在順次剪定作業等に就業する準備をしています。 

（同講習は京都府シルバー人材センター連合会の主催事業です） 

 

●庭木の手入れ講習を実施しました 


